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小諸市市民協働推進市民会議  

平成 27年度市民報告会 アンケート集計 

 

☆アンケート回答数 計 １７人 

 

◆設問 【回答者属性】   

 

１ 性別   男性 １５人   女 １人   無回答 １人 

 

２ 年代   ２９歳以下     ０人   ３０～４０歳代  ２人 

５０～６０歳代  １１人   ７０歳以上    ３人 

無回答  １人 

 

２ 所属等  区長及び区役員 ６人   市民活動団体  １人 

地域の委員   ０人   社協及び市職員 １人 

その他 ５人（うち市民会議委員 ２人、市民 １人、県・市・地域

ボランティア １人） 

無回答  ４人 

 

３ 住んでいる区  小原、東小諸、御幸町、赤坂、天池、相生、六供、市町、滝原、

東、和田、一ツ谷、御牧ケ市、原、井子 各１名 

北大井地区 １名 

無回答 １名 

 

 

◆設問 【報告会内容】   

 

１ 区について日頃感じること   

＜役員の交替、なり手＞ 

・高齢化、核家族化により、区関係役員のなり手がなくて困っている。 

・世代交代進行中。役員の円滑な移行が課題。 

・区の大小により、役員のなり手が少ない。 

・区役員（三役）、消防団員の確保。仕事等でなかなか受けてもらえないことが多

い。 
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・役員が高齢化していて、中堅世代も少数いるものの仕事をしながらでやりにくい

と言っている。特に若い世代はやり手がなく、交流の広がりがない。 

・若い世代に役員、執行部をお願いしたい。老人がいつまでもやっていてはだめ。 

 

＜区への未加入＞ 

・団地等で区への未加入世帯への対応に苦慮している。 

・区への未加入が増えているが、高齢者（未加入者）が多く、区の負担増につなが

るのでは。 

 

＜市から区への支援、委託＞ 

・一人暮らしの高齢者への支援のあり方。 

・要援護者への支援体制の強化。 

・子育て、教育への支援。 

・防災に関する取り組みの強化。 

・市から区への委託業務は、区長への集中を分散させるべき。 

 

＜区内の意見交換等＞ 

・区民が自分たちの区の課題や今後について話し合う機会がない。作っていかなけ

ればならない。 

・人口減少の中ではあるが、これから地域の担い手となる若者と区のあり方等につ

き意見交換等をし、進めていったらどうか。 

・区が区民に開かれているかどうか、出入りが自由で風通しの良い組織となってい

るのか、不満がある。 

 

＜全体について＞ 

・加入義務、区の行政等様々な問題が山積しており、一歩ずつ着実に解決してほし

い。 

・日頃大変苦労されていると、感謝している。 

 

２ 「区と行政の関係に関する規則」イメージの内容   

・よい関係だと思う。 

・実態を反映したもので、良いと思う。 

・概略は良いが、がんじがらめにはしないほうがよい。 

・課題は良く捉えられている。対策は多岐に渡っているため、焦点を定めて取り組

みが必要。 

・具体的内容と協定を結ぶということは、お互いに理解しあえるということになり、
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良い結果となったと思う。 

・区の実際の担当者に検討をお願いしたい。 

・イメージは湧いたが、時間がなく中身までは解読できない。 

 

３ 「区」や「行政」への提案事項等   

＜区への支援＞ 

・区長に対する補償（手当を含め）を厚くしてほしい。 

・区の自主的に取り組む事業への支援拡大。 

・区が自治基本条例で位置づけられているが、財政面について、区に対して市が援

助することが規定されていない。これについて、市が何らかの財政的支援が必要

と思う。個別事業については補助されているようだが、それとは違う自由に使え

る財源が必要。 

 

＜地区担当＞ 

・区の担当を決定してほしい。 

・市役所職員の地区担当業務をより強化してほしい。 

・行政の地区担当制を生かし、地区会との課題の深堀、解決策検討を行ってはどう

か。 

 

＜その他市へ＞ 

・区からの要望を速やかに実施してほしい。 

・個人ボランティアへの企画課とボラセンの支援をお願いしたい。 

・集合住宅の情報（家主、管理者や居住人数等）が不足しているが、調査は可能か、

情報を出せるか。 

・入区しない場合の罰則を設けるべき。ごみ出しは区が管理している。区としては

出不足を設けてはいるが、基本条例に盛り込むべき。 

・将来の課題に対し区長会と行政間の課題認識共有化、目指す方向、タイムスケジ

ュール等検討する機関（委員会）が必要ではないか。 

・過渡期には一定期間、条例等による縛りも必要と考える。とにかく前向きな取り

組みと活動に期待する。 

・任意に参加する会議報告の参加でこのような点（設問？）を要求することはいか

がなものか。 

 

 

◆設問 【市民会議への意見】   
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・本日の報告会によって、考え方の接近にも効果的だった。今後も、啓蒙的な意味

でもこのような報告会はあった方がよい。参加してよかった。 

・報告会の参加人数が少なかった。残念。 

・スタートが遅れたことにより、スケジュールがタイトとなった。年間で検討が必

要。 

・議論、協議を重ね、良い方向に持って行って欲しい。 

・大きく前進したと感じた。２８年度の取り組みに期待している。 

・もっと若い人の参加を呼び掛けて意見を聞きたい。 

・市長がかわり、より一層の市民、市議会の協力を望む。 

 


